















NMR スペクトルの分解能に及ぼす影響を検討している。ラテックス 13C-NMR スペクトル
の分解能は、測定温度（T）に依存し、側鎖の末端の炭素は温度依存性が小さく、主鎖の炭
素は温度依存性が大きいことを明らかにしている。シグナルの半値幅の逆数（T2）の対数




チルヘキシル（PEHA）のラテックス 13C-NMR 測定を行い、粒子径を変えた PBA の T2 測
定を行うことにより、高分子のペンダント基の構造および分散質の粒子径がラテックス
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